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腎・泌尿器症状

排尿異常

谷口 成 実 ＊ 水 永 光 博 ＊ 八 竹 直 ＊

女性が排尿の異常を自覚したとき,はじめに婦人科を受診することがしばしばある。

また，婦人科的疾患は，隣接している勝I光,尿管などの泌尿器科領域との関連が深い。

病歴，画像診断により，排尿異常の原因が勝耽尿道の器質的，機能的疾患によると考

えられる場合や，難治性の尿路感染，排尿異常の原因の同定が困難な症例は，泌尿器

科に精査，治療を依頼するのが望ましい。また，婦人科術後神経因'性跨１１光となってい

る患者は，泌尿器科と協力したうえでの長期的な経過観察が必要となってくる。

Ⅲf症状の概念と解説

女性が排尿の異常を自覚したとき，婦人科的

疾患の関連を心配してか，あるいは婦人科的疾

患と認識されているのか，はじめに婦人科を受

診することがしばしばある。また，婦人科的疾

患は，隣接臓器である尿管や勝耽に関する合併

症がきたしやすく，泌尿器科領域との関連が深

いｏ

女性の排尿異常のうち排尿困難は，男性ほど

は頻度的に目立たないが，程度が強いと，難治

性の尿路感染症，さらには高度の腎機能障害を

引き起こすことがあり，排尿の状態を十分把握

し，病態に応じた対処が必要となる。

一方，尿失禁，とくに腹圧性尿失禁は，女‘性

に多い病態で，世の高齢化とともに社会問題化

されるほどである。これらの排尿異常の症状と

疾患について次に簡潔に概説したい。
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1．排尿異常の症状

排尿の異常は，勝耽内に溜まった尿が十分排

池できない状態（排出障害）と，頻尿，尿失禁

などの蓄尿の障害，さらには尿量の異常もふく

めて考えられる。

１）尿排出障害

①排尿困難

勝眺,尿道に尿の流出を妨げる疾患があると，

排尿が円滑に行われない。この状態を排尿困難

という。神経因‘性勝耽，子宮筋腫，高度の性器

脱等でみられる。

②尿閉

排尿困難が進行し残尿が増加して，勝耽内の

尿を排池できない状態を尿閉という。

２）蓄尿障害

①頻尿

成人での排尿回数は１日５～６回,多くても８

回以内である。排尿回数の異常な増加を頻尿と

いい，日中８回以上，夜間２回以上が目安とな

る。勝耽炎などの炎症'性疾患や，神経因'性勝眺

によるものなどが原因となるが，精神的要因に

よる神経性頻尿といった病態もある。

②尿失禁

無意識に尿が漏れる状態を尿失禁という。さ
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